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2022 年 4 月 25 日 

2022 年度 論文発表大会及び原稿募集（予告） 

                          公益社団法人 日本技術士会九州本部 
研修委員会 

 
公益社団法人日本技術士会九州本部 研修委員会では、下記要領にて 2022 年度論文発表大会へ

の参加論文を募集します。 
優秀論文と認定された応募者には、2022 年 10 月 15 日（土）開催予定の論文発表会(第 3 回

CPD 研修会)で口頭発表していただきます。応募論文は、口頭発表まで含めて審査し、最優秀賞、

優秀賞を決定します。入賞者には各賞を授与し、論文投稿者全員に参加賞を差し上げます。なお、

論文投稿に対し CPD 5 単位が付与されますので、積極的なご応募をお待ちしています。 
応募資格者は技術士及び技術士を目指す修習技術者（技術士受験有資格者）です。今回は、応

募様式として「講演シート」および「A４サイズ 1～2 枚の論文要旨」による第一段階の審査と、

口頭発表による第二段階の審査を予定しています。特に、修習技術者、若手技術士の積極的な応

募をお待ちしています。時間的な制約の中で、考えを取りまとめ表現するという訓練になると同

時に、技術士試験論文作成の修練に結びつくものです。論文テーマも広く設定しておりますので、

この機会に奮ってご応募くださいますようご案内いたします。 
なお、以下に応募要領の概要を示しますが、論文作成の詳細は別途『2022 年度 論文発表大会

論文作成要領』を確認してください。 
 

記 
 
１．論文テーマ 「これまで担当された業務や研究に関するテーマ」または「専門とする分野に

関するテーマ」を各自選定し、論述者の立場、その課題と解決策及び将来の展

望について論述すること。 

なお、第 26 回西日本技術士研究・業績発表年次大会（鳥取）のテーマ(顕在

化する気候変動の影響～その「緩和策」と「適応策」～。第一分科会『緩和策

の現状と今後の課題』、第二分科会『適応策…2018 年 7 月西日本豪雨の検証を

含めて』)にエントリー（事務局より別途配信）される方は、この論文発表大会

にも応募してください。但し、学会等で未発表のものに限ります。 

 

２．参加資格  修習技術者（第 1 次試験合格者、JABEE 取得者）及び技術士 

 

３．提出期限  ２０２２年８月３１日（水）までに必着のこと。 

        ２０２２年９月１５日（木）までに審査結果を本人宛通知します。 

        口頭発表決定者は１０月８日（土）までに原稿ファイルを提出のこと。 

 

４．論文等提出先 研修委員会（西尾行生）宛 E-mail: nishio_yukio_pe@ab.auone-net.jp 
メール件名は「2022 年度 論文発表会論文応募」としてください。 

（必ずメール添付にて送付して下さい。Fax や郵送等では受付けません。） 

 

５．提出様式  ① Ａ4 判、1～2 頁以内の「論文」及び ② 所定の様式の「講演シート」 

 

６．その他   提出された論文の著作権は、公益社団法人日本技術士会に帰属するものと 

します。但し、本人の利用を妨げるものではありません。 

 

７．問合せ先  九州本部事務局 Tel:092-432-4441 E-mail：pekyushu@nifty.com 

担当：研修委員会副委員長 西尾 行生               以上 


